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Ⅰ．第2四半期累計決算概要及び
2017年3月期計画

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅰ-１．決算サマリーⅠ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（注１）2017年3月期において、第2四半期累計期間の業績予想値は公表していない。
（注２）前第２四半期累計の特別損益の内訳は、事務所移転費用のうち原状回復費用見込額を繰り入れたものである。
（注３）自己資本比率も高く、財務状況的に特に問題はない。

前第2
四半期累計

売上高（千円）

営業利益（千円）

経常利益（千円）

特別損益（千円） （注2）

当期純利益（千円）

研究費（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）

1株あたり純資産額（円）

1株あたり当期純利益（円）

営業利益率（％）

自己資本比率（％）（注3）

（予想値）（注１） （実推）

対前年

同期比比

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

当第2四半期累計

７５％

－

－

－

－

１２５％

７９％

７１％

１００％

７１％

－

－

８６％
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６４，４４４

△１３４，３５６

△１３４，１４３

△１３，４９５

△１４８，１３２

１８，８２６

７６１，７１７

６８５，２６１

４，２３７，６５１

１６１．７１

△３４．９６

△２０８．５

８１．７

４８，１９２

△１４０，７５０

△１３９，６９８

－

△１４０，４２０

２３，５８５

６０４，５１９

４８９，８８２

４，２３７，６５１

１１５．６０

△３３．１４

△２９２．１

７０．６



Ⅰ-２ 業績推移

-200

-100

0

100

200

300

400

500 営業利益

診断事業売上

研究受託事業売上

前第2四半期
累計実績

2016年3月期
実績

当第2四半期
累計実推

2017年3月期
計画

百万円

284.2

64.4 48.2

480.0

▲134.4
▲178.8

▲140.8

+1.0

96%

98%

91%

89%（売上高）

（営業利益）

（研究受託売上）

（診断売上）
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項 目 前第２四半期累計 当第２四半期累計 前年比（%） 備 考
（受注残高）

金 額 比 率 金 額 比 率

研究受託（公募等） ０．０ ― ０．０ ― ―

受注残高
１２８．７

前年比
２０３％

受託解析 ５０．２ ７８％ ４１．２ ８５% ８２％

商品販売 １１．４ １８％ ２．５ ５% ２２％

研究受託事業計 ６１．６ ９６％ ４３．７ ９１% ７１％

国内ｻｰﾋﾞｽ ２．８ ４％ ２．１ ４％ ７５％
受注残高

０．２
前年は０．０

国内商品販売 ０．０ ― １．５ ３％ ―

海外 ０．０ ― ０．９ ２％ ―

診 断 事 業 計 ２．８ ４％ ４．５ ９％ １６１％

売 上 高 合 計 ６４．４ １００％ ４８．２ １００％ ７５％ 注残１２８．９
前年比

２０４％
＜受 注 高＞ １１６．７ ― １６７．８ ― １４４％

6

Ⅰ-３．セグメント区分別売上高実推 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（金額単位：百万円）

研
究
受
託

診

断

売上高は前年比７５%と不振であったが、受注高は前年比１４４％とおおむね順調に推移し、受注残高は前年比２０４％の
１２８．９百万円で終了した。

【研究受託事業】
第１四半期においては、顧客の研究予算執行の遅れなどにより、受注の遅れがあったが、第２四半期には徐々に取り戻して
きた。 また、販社連携による営業活動や当社独自で行った販促キャンペーンの効果が出てきた。

【診断事業】

販売ルートの確保等の取り組みを実施し、契約クリニックの確保に注力してきた。その結果、継続的に当社の診断サービスを取扱って
くれる得意先も徐々に増加し、今後も販売ルート拡大策を推進する予定。 また、海外展開においては東南アジアを中心に活動中。



Ⅰ-４．具体的推進プランの達成状況 株式会社ＤＮＡチップ研究所

I．研究受託事業で全社の収益を確保 （付加価値ｻｰﾋﾞｽ受託の拡充と情報解析強化）

II．販売代理店強化、直販改革 （事業開発本部・診断事業本部の販促強化）

III．診断事業の競争力強化 （診断支援サービス研究開発強化）

【具体的推進プラン】 【第2四半期累計達成状況】
■ 新規受託サービスのﾒﾆｭｰ化 ■次世代ｼｰｸｴﾝｽ解析ｻｰﾋﾞｽにおいて、16Ｓ ｒＲＮＡ解

―癌ﾊﾟﾈﾙ・ｼﾝｸﾞﾙｾﾙ解析受託ｻｰﾋﾞｽ展開― 析、Ｃａｎｃｅｒ Ｐａｎｅｌ解析を開始した。
■ 新規技術導入による受託ﾒﾆｭｰの差別化 ■ﾃﾞｼﾞﾀﾙPCR受託を開始した。

―ﾃﾞｼﾞﾀﾙPCRｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾒﾆｭｰの充実―

■ 再生医療関連受託サービス強化 ■品質評価解析サービス（Ｃ３チェックサービス）を

―品質評価ｻｰﾋﾞｽﾒﾆｭｰの強化― リピート顧客から受注した。

【具体的推進プラン】 【第2四半期累計達成状況】
■ 情報ｲﾝﾌﾗ整備及び提案型営業強化 ■HPのﾘﾆｭｰｱﾙにより、顧客の問合せ件数増加

－ｻｰﾋﾞｽの特徴・価格の明確化、HP一新－

■ 販社連携による営業力強化 ■販売店同行・勉強会開催35サイトで実施
－病院、クリニック、製薬向け営業強化－ ⇒引き合いの増加

■ 海外連携企業による営業力強化 ■診断ｻｰﾋﾞｽ：ﾏﾚｰｼｱを拠点とし、５サイトと商談実施中
－診断事業を中心とした海外展開へ－ 商品：海外ﾒｰｶｰと共同でTboneのトライアル実施f中

【具体的推進プラン】 【第2四半期累計達成状況】
■ 薬事承認へ向けたパイプライン強化 ■ﾘｳﾏﾁｪｯｸ：2018年3月期中に先進医療開始予定

－リウマチェック、DiVA-EGFRチェック等－ EGFRチェック：製造業登録済⇒薬事承認に向け取組中

■ 新規技術導入による受託メニュの差別化 ■うつ病：2017年3月期第4四半期 ・ ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ：2018年
－うつ病、ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病を中心とした研究開発－ 3月期のｻｰﾋﾞｽ開始を目途に、研究開発推進中

■ 次世代診断ﾂｰﾙの研究開発 ■エンプラス社と共同でシングルセルを用いた解析・

－エンプラス社との共同研究開発― 診断・治療ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝに関する研究を実施中
7



８

Ⅰ-５．２０１7年３月期計画

■ 売上高 ： 研究受託事業
（２７８百万円 → ４２５百万円） （１）大型案件受注確保に注力し、研究受託事業で全社の収益を確保

（ＤＮＡチップでの解析シェア確保、高付加価値ｻｰﾋﾞｽ展開）
（２）販売代理店強化、直販対策、キャンペーン実施

診断事業 → 【診断サービス】
（６百万円 →   ５５百万円） （１）国内 ： メニュー揃えの強化

（２）海外 ： アジア市場での有力販社確保による事業本格化

■ 営業利益 ： 対前年度比売上増加（売上高：２８４百万円 → ４８０百万円）による人件費等の固定費回収増

■ 研究資 ： 関節リウマチ総合支援サービス推進、 うつ病診断研究開発 、
認知障害・アルツハイマー研究開発の推進

－０．２％－経常利益率（％）

－０．２％－営業利益率（％）

１３２％４１，０００３１，１２１研究資（千円）

－０△２０３，０６５当期純利益（千円）

－１，０００△１７８，３５１経常利益（千円）

－１，０００△１７８，８４１営業利益（千円）

１６９％４８０，０００２８４，１５６売上高（千円）

対前年度比
２０１７年３月期

計画
２０１６年３月期

実績
項 目

（対前年度比較）

株式会社ＤＮＡチップ研究所



Ⅰ-６．２０１７年３月期計画値の詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所
２
０
１
７
年
３
月
期

億円

２

４

６

-２

０

【第3、第4四半期計画】【第2四半期
累計実推】

【2017年3月期計画】

売上高
(48)

売上高
(432)

売上高利益
粗利率：53%
(231)

売上高累計
(480)

研究開発費＋
一般管理費
(90)

売上原価(201)営業損失(140)

営業利益累計
(１)

営業利益
利益率：33%
(141)

研究受託
(381) 研究受託

(425）

診断
(51)

診断
（55）

9

～開発力強化と事業化加速～
Ⅰ．研究受託事業で全社の収益を確保 オープンイノベーション・
Ⅱ．販売代理店強化、直販改革 ⇒ 最新技術の事業化 ⇒ 黒字化
Ⅲ．診断事業の競争力強化 グローバル展開

（）内単位は
百万円



Ⅱ．2017年3月期業績改善施策
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Ⅱ-１．「業績改善」推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

～開発力強化と事業化加速～

I．営業力強化（外部連携強化）
II．診断事業加速のための投資

III．新規メニュ開発による差別化

収益部門と研究部門の分離
実現可能な予算策定

オープンイノベーション・最新技術の事業化
グローバル展開
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Ⅱ-２．具体的推進プラン
株式会社ＤＮＡチップ研究所

I．営業力強化（外部連携強化）

事業開発本部・診断事業本部の販促強化
■ 徹底した受託解析プロモーション －製販一体となった営業展開と外部連携－
■ 外部連携を含めた診断事業営業力強化 －提携病院、クリニックの拡充に向けた営業強化－
■ 海外担当部署新設による海外展開強化 －診断事業を中心とした海外展開へ－

診断支援サービス研究開発強化
■ リウマチェックサービスメニュの充実 －多剤効果予測の充実及び病態マーカー研究－
■ 未病モニタリング研究開発の加速化 －免疫年齢を中心とした「ＲＮＡチェック」研究－
■ 次世代診断ツールの研究開発 －エンプラス社との共同研究開発－

市場ニーズに合わせたメニュの拡充と大型案件獲得
■ 新規受託サービスのメニュ化 －癌・再生医療領域を中心とした微量受託サービス－
■ 新規技術導入による受託メニュ化 －デジタルPCR受託サービス－
■ 他社との差別化メニュの提案 －解析力PRによる企業を中心とした大型案件獲得－

II．診断事業加速のための投資

III．新規メニュ開発による差別化



Ⅲ．今後の研究開発について
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◆核酸の測定技術・生物学的な測定意義について
豊富な知識と経験をもつ
◆臨床医師との豊富な共同研究実績がある
◆自社における独自の研究開発を行う

核酸を中心とするバイオマーカー研究
RNA チェック

創造的革新で健康長寿社会へ貢献

Ⅲ-１．ＤＮＡチップ研究所の特徴

未病社会のための健康モニタリングサービスを提供

株式会社ＤＮＡチップ研究所



遺伝子、mRNA、タンパク質

変化しない
健康状態で変

化
健康状態で変

化

DNA mRNA
たんぱく質
・代謝産物

転写 翻訳

複製

遺伝子検査 血液検査
・尿検査など

RNAチェック

株式会社ＤＮＡチップ研究所
Ⅲ-２．ＲＮＡチェックの特徴
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RNA
チェック

関節リウ
マチ薬剤
効果予測

加齢
（免疫
年齢）

アルツハ
イマー病

うつ病

神経

膠腫

肥満

疲労

大腸
癌

DNA

チェック

血中浮遊DNAの

体細胞変異の

検出

（抗癌剤の薬剤応
答予測）

再生医療支援
事業

aCGHによる

細胞の品質

評価

Ⅲ-３．ＤＮＡチップ研究所の開発領域 株式会社ＤＮＡチップ研究所



血中遊離DNAを用いた体細胞変異検出
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• Cell proliferation
• Inhibition of apoptosis
• Migration, Adhesion, Invasion
• Angiogenesis

P P

EGF, TGF-alpha, etc.

リン酸化

EGF receptor

シグナル伝達EGFR-TKI
薬剤

C C C C C C C C C C C

C C C C C C C C C C

Circulating 
cell-free DNA

がん細胞

血管

癌細胞の中の遺伝子変異の有無を、血
中のcell-free DNA を次世代シークエン
サーで解析することにより検出する
→ 侵襲的なバイオプシの必要がない

Ⅲ-４．DiVA-EGFRチェック 株式会社ＤＮＡチップ研究所



リウマチェック 3 サービス の特徴

※本サービスは、慶應義塾大学医学部内科学教室リウマチ内科、および 埼玉医科大学総合医療センター
リウマチ・膠原病内科との共同研究の成果に基づいています。

本サービスの概要

対象患者

血液の遺伝子発現情報を用いて、インフリキシマブ、トシリズマブ、アバ

タセプトの3剤の投与半年後の効果を予測します

以下の条件を満たす関節リウマチ患者

● メトトレキサート (MTX) 治療により効果が認められなかった方

● 過去に生物学的製剤による治療を受けられたことがない方

本サービスの特徴
●病態を”分子的”に捉えて、”客観的”に薬剤効果を予測

●作用機序の異なる”３つ”の薬剤に対する効果を”一度”に予測

18

Ⅲ-５-①．リウマチェック
３
～多剤効果予測～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅲ-５-②．リウマチェック
３
～研究成果～

この検査では、投与前の血液中の遺伝子発現プロファイルから、投与半年後の薬剤効果を予測します。
209検体の発現解析データから、それぞれの薬剤の効果が図右の遺伝子群により判定できることがわかりま
した。この判定では、薬剤が効きづらい人(△)、薬剤が効きやすい人(○)を薬剤ごとに分けることができます。
それにより、横軸の患者検体群を8つのグループに分けることができます。

インフリキシマブ

トシリズマブ

アバタセプト

A B           C  D             E                      F                    G                      H

インフラマソーム関連
遺伝子群

CD19陽性細胞
(B細胞) 関連遺伝子群

CD56陽性細胞 (NK
細胞) 関連遺伝子群

2015年11月9日：アメリカリウマチ学会（ACR2015）にて多剤効果予測の成果を発表

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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2016 July Published

Ⅲ-５-③．リウマチェック
３
～プレスリリース～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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http://www.dna-chip.co.jp/diagnostic/rheumacheck/index.html
7月20日より更新

自由診療サービス開始
契約病院数：８

リウマチェック3 WEBサイト

Ⅲ-５-④．リウマチェック
３
～ＷＥＢサイト～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所

http://www.dna-chip.co.jp/diagnostic/rheumacheck/index.html


免疫年齢が若く出て
も実年齢より高い項
目があれば、アドバ

イスが可能

Ⅲ-６-①．免疫年齢～概要～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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全血２．５ml

検査当日食事規制必要なし

２２３病院と契約

２−３週間以内

Ⅲ-６-②．免疫年齢～サービスフロー～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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中国語版 英語版 日本語版３ヶ国語対応

Ⅲ-６-③．免疫年齢～海外対応～ 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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2016年1月 Nature誌
国立精神・神経医療研究センターと共著

マイクロアレイを用いた網羅的遺伝子発現解析

複数遺伝子の相互作用のネットワークを見出した

シナップス伝達に関わる遺伝子群

qPCR検証実験

p = 0.00015 p = 0.00899

さらに臨床サンプルを収集、検証行う

未治療の気分障害患者でも調査、治療前後の
変動があれば、治療の判定方法としても確立
できる

Ⅲ-７．うつ病関連遺伝子発現マーカー 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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2016           2017               2018                2019 2020               2021                               

クリニックサイト
企業サイト拡販

リウマチェック
３剤化

先進医療
申請

先進医療化 薬事申請

人間ドック
メニュ化

Ⅲ-９．各診断メニュのスケジュール

保険
適応

DiVA- EGFR 
チェック

薬事申請

免疫年齢
（未病モニター）

うつ病チェック

アルツハイマー病
チェック

保険
適応

研究開発
（検証）

サービス
開始

クリニックサイト拡充・
海外展開

人間ドック
メニュ化

研究開発
（マーカー開発、検証）

サービス
開始

クリニックサイト
海外展開

人間ドック
メニュ化

総
合
診
断
支
援
サ
ー
ビ
ス

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅲ-９．中期事業計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所

推進方針

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

開発力強化と事業化加速（オープンイノベーション、最新技術のビジネス化、海外展開）

　研究受託事業を基本に診断関連事業を拡充し、2018年売上高6.5億円（診断2.5億円）を目指す

２．診断事業

１．研究受託事業

1-1．市場ニーズに合わせた受託メニュ拡充

1-2．大型案件、新規顧客獲得のための営業力強化

1-3．最新技術を用いた新規受託メニュ開発

2-1．リウマチ多薬剤効果判定－先進医療化推進ー

2-2．未病モニタリング（RNAチェック）事業のメニュ拡充

2-3．ガン関連コンパニオン診断事業のメニュ拡充

2-4．診断支援サービス販促強化

合計３剤
サービス開始

免疫年齢

病態予測

食品機能

アルツハイマー病糖尿病

製販一体

疾患パネル

人員拡充

国内サイト拡充
(M3, キュービクス連携）

肺癌（血漿ＤＮＡ）

うつ病

合計５剤

再生医療 エクソソーム解析

微量化 デジタルPCR

寛解予測

海外サイト拡充

提案型案件拡充

次世代Seq解析

バーコードSeq解析 大腸癌

Single Cell 臨床メニュ化

他社連携強化 低価格化

拡充

情報解析メニュ拡充

アジア 北米

特許申請


